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の
窓

８月３日（土）～ ９月１６日（月・祝）

休館日／毎週月曜日
(月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館）

【関連企画】

① 館長または学芸員による作品解説 

　 会期中毎日曜日　１４時 ～

　 場所：展示室

交差する眼差し

▲ 藤島晃一（1994～95年頃）

「デルタ・ブルーズ・プレイヤー(サンハウス)」
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作
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不
明
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山
脇
信
徳
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婦
人
像
」

１
９
２
５
年

『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

かなはちゃん・りっかちゃん

　2人で箱からひっくり返して出しては、
積んだり並べたり、見立て遊びに使ったり
して楽しんでいます。
　まだ箱にきれいに入れることは難しいで
すが、もう少し大きくなったら挑戦しても
らいたいです。
素敵なギフトをありがとうございました！

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、
新生児訪問の際にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内
の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

※香美市から木のギフト
　を受け取られた皆さん
　からのご感想、写真を
　募集しています。
　投稿者の氏名、写真、
　写真に映っている方の
　名前(ペンネームで構い
　ません)、感想を、下記
　のメールアドレスまで
　お送りください。
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。
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。
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当
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収
蔵
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に
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に
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差
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が
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ま
る
で
話
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か
け
ら

れ
て
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る
よ
う
な
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覚
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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と
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収
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植
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引
く
暇
も
な
く
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は
、
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放
題
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繰

り
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れ
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差
し
た
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葉
、
茎
、
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は
薬

用
に
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こ
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の
名
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つ
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。
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散
歩
に
出
か
け
た
の
で
し
ょ
う
か
、
太
陽
に
向
か

っ
て
咲
く
向
日
葵
の
花
を
見
つ
け
、
そ
こ
で
一
休
み
。

腰
に
両
手
を
置
き
、
ゆ
っ
く
り
と
腰
を
の
ば
し
、
向

日
葵
を
見
上
げ
る
。
そ
の
一
瞬
を
詠
ん
だ
、
命
輝
く

充
実
の
一
句
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